
 
 『

日
韓
談
話
室
』
― 

崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会 

第
八
十
二
回
の
ご
案
内 

  

謹
啓 

き
び
し
い
猛
暑 

そ
し
て
大
型
の
台
風
が
と
お
り
す
ぎ
、
金
木
犀
の
香
り
す
る
季
節
と 

な
り
ま
し
た
。 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
お
元
気
で 

お
過
ご
し
の
事
と
拝
察
し 

お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

  

扨
て
、
大
変
急
な
ご
連
絡
と
な
り
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
が
、
十
月
十
七
日
（
水
曜
日
）
に 

第
八
十
二
回 

日
韓
談
話
室 
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
を
催
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

今
回
も
大
変
恐
縮
な
が
ら
、
日
韓
談
話
室
の
み
で
は
な
く
、
崔
書
勉
先
生
を
と
り
ま
く
ご
親
友
の

方
々
も
お
集
ま
り
い
た
だ
き
た
く
、
櫻
井
様
方
へ
の
ご
連
絡
を
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。 

 

崔
書
勉
先
生
は
「
九
月
十
三
日
に
退
院
さ
れ
た
」
と
の
お
話
が
あ
り
、
今
回
は
ご
病
気
を
再
度

克
服
さ
れ
て
の
ご
研
究
、
ご
来
日
、（
十
月
十
一
日
ご
来
日 

～ 

十
八
日
ご
帰
国
）
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。 

 

当
日
は
、
崔
先
生
の
ご
健
康
状
態
や
直
近
の
日
韓
の
お
話
な
ど
、
お
食
事
を
し
な
が
ら
感
じ
る 

ま
ま
に
お
話
し
を
交
換
い
た
し
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
々
様
方
の
ご
参
加
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

敬
具 

  

二
〇
十
八
年 

十
月 

十
一
日 

『
日
韓
談
話
室
』 

 

代
表
世
話
人 

 

木
内 
孝 

世
話
人 

 

渡
井 
幹
子 

事
務
局
長 

森
松 

義
喬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

事
務
局 

 

三
浦 

麻
美
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

事
務
局 

 

森
松 

千
喜 

 
 
 
 
 

記 
 

日 

時
： 

 

二
〇
一
八
年 

十
月 

十
七
日 
(

水
曜
日)  

十
八
時
よ
り
（
受
付 

十
七
時
半
よ
り
） 

場 

所
： 

 

東
京
さ
ぬ
き
倶
楽
部 

 

電
話 

〇
三
―
三
四
五
五
―
五
五
五
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

住
所 

東
京
都
港
区
三
田 

一
丁
目
十
一
の
九 

会 

費
： 

 

七
千
円
（
ご
夕
食
代
金
含
む
） 

 

出
・
欠
の
ご
連
絡: 

 

は
十
月
十
五
日
お
昼
ま
で
に 

印
に
○
を
戴
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

左
記
の
事
務
局
へ
の
送
信
方
法
を
選
び
、
ご
通
知
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

  

☐ 

参
加 

・ 

☐ 

不
参
加 

  

『
日
韓
談
話
室
』
事
務
局 

森
松
ま
で 

 
 


